
データベースを活用した「売上カード」の自動組版

■準備作業

（1）お客様が管理されている「図書目録」データなどから，「売上カード」作成に必要な

下記項目のデータを Excelや csvデータでいただきます。

1）シリーズ名，2）副題，3）書名，4）著者名，5）定価，6）本体価格，7）ISBN

（2）いただいたデータを当社自動組版用のデータベースに登録します。

（3）「売上カード」レイアウトの作成

1）XML Automagic with i-WAVE で下記 2種類の「売上カード」のレイアウトを作成しま

す。

　　・標準サイズ：天地 45×左右 235ミリ

　　・小型サイズ：天地 45×左右 212ミリ

2）レイアウトでは，定価や ISBN など固定位置のものと，書名など文字数で変化するも

のを区別させます。書名など 1行に収まらない場合は平体をかける，又はどこで 2行に分

けるか指示を入れ，副題のあり・なしの条件に対応するレイアウト指定なども行います。

■発注から印刷まで

（1）ご発注は今回印刷する「売上カード」の ISBN と部数（面付け数）の情報をデータ

などでいただきます。

（2）いただいた情報を基にデータベースから，XML データを書き出します。



（3）XMLデータを XML Automagic with i-WAVEに流し込み，売上カードを自動組版しま

す。



（4）校正は単体でご覧いただき，校了後必要なデータのみを抽出し，多面付けします。

（5）完成したデータを使って CTP出力し，印刷します。

■売上カードデータベースの管理

お客様から追加・修正分の Excel や csv データをいただき，当社データベースに追加・更

新を行います。


